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日 米 原 子 力 接 定 の 復 調 Fロ ハ 本 田 行 わ /1た 。

濃縮ウランをぴフとにぅことザ研究上に利1益 をoた らすこと饉平実ではぁ
'ろ λ 今提案さイlで に|百 纂与 |=|ョ 、下言この理由で反対ずめろ::

(1)秘 密が な tlと 丞 うこ と ,｀ 丞 lrn/tで に|ろ a■ 棒ぇ ら /1う 日米 原子 力校 定

労 6条 日秘 密 の子果全 を 条イ牛と して秘 密 左 ハ ‖ うろ
=と を 規 定 して tlろ 若

の に他 0ら な に,(資 料 参 照 )

(2)多 く.の 反贅|は あ フた に,以 り、17ら す  将 来 の原 子 力 自発 |こ つ tlで の 制|

約
'交

換 公 支 と して  ¥の 彗 コ残 さイ1て t)る 。

(5)叉  多く の 象 支 F_足 ら欄 ろ
「 相 互 砂 T ttl_ラ とす tiて 」 と tlぅ 言葉 国

摯 国 の研 究 き 171.他 の 滝 動 バ 許 百Tl生 |ミ ケ ろこ とを 意 味 して tlろ 。

(4)合 彙 』吏 訂か nう 甲平 ヵの不利 白 利 用め ため の 国際会 議 を赫 め と して

世 界 の殆 子 ワネ利 用1用 に 関する 見 透 し「i明 ぅ く ]り つつ あ る 。

(5)現 在 この■ ■ 詫条 件 のも と で殺縮 ウラン を受り 入 Xろ こ とば、 稽繊 ゥ

ラ ン∵ア1自 償 のタフ研 究上へのプ・フス としlぅ ファクタ ーを毒庭に入41■ 11

と 1´ F, 會お iDっ て 1弄 実上に不利1益 をきたらす こ とにな る。このよぅ
な喘 〔 将来 に対すろ.た 分う見透しを欠 (1て  上ぎこのょぅ k_我 回 |ミ 不利

任
=舌

たらす調「口を走 くは
ヽ
ぅJこ とは すべき で _■ 曾 )ヽ。

飛 ぐ慧改申
'政

雀 じ この 1,そ 定の調 F口 を中止 することを彗望 tlろ .

ざ1 華誕は曇大なのoぁ るから 多くの人々バこの 1暉 題左t分 に検討し
ての意見在藪明どrtゎ ことを希媛.す る。        ■
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一 ξ

士 項 は 重 要 で わろ か ら )ズ |こ 31用 して おこう 。

「 才 123朱 (諮 外 国との楔 tl〕

. 外国   との授 力 は、双 の条件 を た すま で 日

は な ら Ц I

(1)略

=711を
実 施 し て

(2)叔 力枚 定 匡

昌 の1]盟 E‐rに よ

〔3)以 下略、

わ し|て 住 わ らね t機 宕 保全 ヒ¥の 基 準 とが維持 さ 胤西

ろ 保 証                    |
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